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図1　A社過酢酸系洗浄剤とサラティブPA-Vの組成一覧

1.はじめに

　透析医療において、透析装置の洗浄・消毒は安全な

治療を継続するうえで重要な業務です。洗浄不良は、

装置内部の汚染や部品劣化につながる可能性があり、

安定した装置管理のためには、洗浄剤の選定だけでな

く、適切な使用条件の設定も重要です。

　当院では、多人数用透析装置および個人用透析装

置を用いて透析業務を行っており、装置の洗浄工程に

ついても継続的に見直しを行ってきました。そのなかで、

洗浄性能のみならず、部品への影響、経済性を含めて

総合的に評価する必要があると考えました。

　そこで今回、透析装置専用 過酢酸系洗浄除菌剤サ

ラティブPA-V（以下、サラティブPA-V）を使用し、多人

数用透析装置および個人用透析装置における使用状

況を確認するとともに、希釈濃度や注入量の見直しを

行い、その実用性について検討しました。

2.背景と目的

　透析装置の洗浄業務は日常的に繰り返されるため、

洗浄性能が十分であることに加えて、現場で継続しや

すい運用であることが求められます。特に、装置の種類

や構造によって適した洗浄条件は異なるため、各施設

の実情に応じた条件設定が必要です。

　当院は従来よりA社過酢酸系洗浄剤を用いて透析

装置の洗浄業務を大きな問題なく実施していましたが、

日常的に継続する業務である以上、費用面の見直しは

重要な課題でした。洗浄剤の変更によって同等の洗浄

力を維持したままコスト削減が可能であれば、現場運用

上の利点は大きいと考えられます。そこで、今回サラティ

ブPA-Vを導入し、A社過酢酸系洗浄剤との比較を行

いました。

　本検討の目的は、当院で使用していたA社過酢酸系

洗浄剤をサラティブPA-Vへ変更した際に、洗浄力を維

持できるか、コスト削減が可能か、また運用上問題なく

使用できるかを明らかにすることです（図１）。

3.対象と方法

　対象は、当院で使用している多人数用透析装置およ

び個人用透析装置としました。対象装置のメーカー名

および機種名、運用台数・洗浄スケジュールについて

右記に示します（図2、3）。

　評価期間は2024年12月から2025年12月までと

し、評価項目は、洗浄力、コスト面、運用上の問題の有

無、部品への影響としました。

　多人数用透析装置では、サラティブPA-Vへ変更し

た際に、洗浄剤の希釈濃度を100倍希釈から200

倍希釈へ変更し（図4）、条件変更後の洗浄状態、水

質の清浄性、装置運用への影響、部品状態を確認し

ました。個人用透析装置では、注入量を15mLから

10mLへ変更し、同様に評価しました（図5）。

　評価対象部品は、複式ポンプ、加圧ポンプ、脱気ポ

ンプ、ポペットバルブ、送液系チューブなど、洗浄剤の影

響を受けやすい部品としました。

A社過酢酸系洗浄剤 サラティブPAｰV

過酢酸 1.2w/w% 2～4w/w％

酢酸 14w/w% 30w/w％

過酸化
水素 <6w/w% 4～6w/w％

その他 無機過酸、キレート剤 無機酸、安定化剤

過酢酸系洗浄除菌剤の
変更による性能比較
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図2　多人数用透析装置洗浄スケジュール

図3　個人用透析装置洗浄スケジュール

図4　多人数用透析装置の
	 希釈濃度変更
	 （100倍→200倍）

図5　個人用透析装置の注入量変更（15mL→10mL）

　洗浄性能については、条件変更後に明らか

な汚染残存や洗浄不足を疑う所見がないかを

中心に、エンドトキシン（ET）値と生菌数につい

ても確認しました。部品への影響については、

点検時の変形、劣化、変色に着目しました。作

業性については、日常業務のなかで手順変更

の有無や負担感の変化を確認しました。コスト

については、洗浄剤使用量の変化から運用上

の影響を評価しました。

4.結果

　当院で使用していたA社過酢酸系洗浄剤をサ

ラティブPA-Vへ変更した結果、洗浄力について

は、日常運用の範囲で目視による明らかな洗浄

不足や汚染残存は認められませんでした。また、

評価期間内でET値と生菌数も基準値をクリア

しており、A社過酢酸系洗浄剤と同等の洗浄性
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希釈倍率は倍になっているが、
注入量は洗浄効果の観点から10mLとした
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図7　生菌数の推移

図8　部品への影響の一部例：No.37複式ハウジング

図6　ET値の推移

図9　部品への影響の一部例：DAB-NX送液系チューブ

能が維持されました（図6、7）。多人数用透析装置およ

び個人用透析装置のいずれにおいても、通常の洗浄

業務に支障なく使用可能でした。

　部品への影響については、複式ポンプ、加圧ポンプ、

脱気ポンプ、ポペットバルブ、送液系チューブなどを確認

した範囲で、条件変更に起因すると考えられる著明な

異常は認めませんでした（図8、9）。評価期間内では、明

らかな劣化の増加や交換頻度の上昇も認めませんでし

た。ただし、部品の材質や使用年数によって影響の受

け方が異なる可能性があるため、この点は継続観察が

必要と考えられました。

　作業性については、希釈濃度および注入量の見直

し後も、洗浄工程そのものに大幅な手順変更はなく、

現場スタッフは大きな混乱なく対応可能でした。業務負

担の増加も限定的で、日常業務の流れのなかで継続

可能な使用条件であると考えられました。

　コスト面では、サラティブPA-V導入後に使用条件を

見直した結果、洗浄剤使用量の適正化が可能となり、

A社過酢酸系洗浄剤使用時と比較して費用の削減に

つながり、洗浄力を維持したままコスト削減が可能であ

ることが確認できました（図10）。

2024年
12月
変更後

2025年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2026年

1月

No.31
多人数用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

No.34
個人用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

No.37
個人用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2024年12月13日～洗浄剤変更

基準値：0.1CFU/mL以下 （単位：CFU/mL）

対象期間：2024年12月～2026年1月

2024年
12月
変更後

2025年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2026年

1月

No.31
多人数用 0.0007504 0.0007504 0.0007139 0.0007504 0.0007504 0.0006877 0.0005800 0.0006616 0.0006616 0.0006616 0.0008165 0.0008165 0.0008165 0.0006588

No.34
個人用 0.0007504 0.0007504 0.0007139 0.0007504 0.0007504 0.0006877 0.0005800 0.0006616 0.0006616 0.0006616 0.0008165 0.0008165 0.0008165 0.0006588

No.37
個人用 0.0007504 0.0007504 0.0007139 0.0007504 0.0007504 0.0006877 0.0005800 0.0006616 0.0006616 0.0006616 0.0008165 0.0008165 0.0008165 0.0006588

2024年12月13日～洗浄剤変更

基準値：0.001EU/mL以下 （単位：EU/mL）

対象期間：2024年12月～2026年1月 測定方法：比濁法

変更前
（稼働時間2,394時間）

変更1年後
（稼働時間5,479時間）

変更前 変更後

過酢酸系洗浄除菌剤の変更による性能比較
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図10　年間使用量とコスト

5.考察

　今回の検討では、サラティブPA-Vを用いた透析装置

洗浄において、多人数用透析装置の希釈濃度を100

倍希釈から200倍希釈へ、個人用透析装置の注入量

を15mLから10mLへ変更しても、日常運用の範囲で

は大きな問題なく使用できる可能性が示されました。

　透析装置の洗浄条件を検討するうえでは、洗浄性能

のみを指標とするのでは不十分であり、現場では洗浄剤

使用量、業務負担、部品保全、コストなどを総合的に考え

る必要があります。洗浄剤を多く使用すれば安心感は得

られやすい一方で、必ずしもそれが最適条件であるとは限

りません。反対に、使用量を減らしても洗浄性能が維持さ

れるのであれば、現場にとっては実用性の高い運用につ

ながります。

　今回、使用条件見直し後も明らかな洗浄性能の低下

が認められなかったことは、当院の装置構成や運用状況

において、一定の条件緩和が可能であることを示す結果

と考えられました。また、部品への影響についても短期的

には大きな差が認められず、保守管理の面からも受け入

れ可能な範囲であると考えられました。作業手順の大き

な変更を伴わなかった点は、現場導入のしやすさという意

味でも重要です。

　さらに、今回の重要性は、洗浄力を維持したままコスト

削減が得られた点にあります。透析装置洗浄は日常的

に継続する業務であり、1回ごとの差が小さくても、長期

的には施設運営に与える影響は少なくありません。その

ため、洗浄剤使用量を適正化し、ランニングコストを抑え

られることは、現場にとって大きな利点でありサラティブ

PA-Vは当院において、洗浄力、経済性、運用性のバラン

スが良好であったと考えられました。一方で、本検討は単

施設における使用経験であり、装置構成や運用条件が

異なる施設では結果が異なる可能性があります。また、部

品への影響については短期間で評価できる範囲に限界

があり、今後も継続した観察が必要です。そのため、本結

果は当院における一例として位置づけ、今後も長期的な

評価を重ねることが望ましいと考えられました。透析装置

洗浄においては、各施設が自施設の実情に応じて洗浄

条件を検討し、洗浄性能、保守性、経済性のバランスをと

ることが重要であると考えます。

6.今後の課題

　今後は、評価期間を延長し、ポンプ類、バルブなどの部

品に対する中長期的影響を継続して確認する必要があ

ります。また、洗浄性能についても、目視確認に加え、より

客観的な評価指標を取り入れ、検討の精度を高めていき

たいと考えています。

7.まとめ

　今回、当院においてサラティブPA-Vを用いた透析装

置洗浄業務を検討した結果、洗浄力は維持され、コスト

削減が可能であり、運用上も問題なく使用できました。サ

ラティブPA-Vは、当院の透析装置洗浄業務において、

洗浄性能と経済性の両面から有用な洗浄除菌剤であ

ると考えられました。

A社過酢酸系洗浄剤
【希釈倍率＝100倍】

10kg

サラティブPA-V
【希釈倍率＝200倍】

定価
¥20,000
（10㎏）

年間補充数
29箱

（10㎏）

月使用量 年間使用量 年間コスト

9L 9L

定価
¥25,000
（9L×2）

年間補充数
64箱
（9L）

月使用量 年間使用量 年間コスト

¥800,000

48L

576L

24L
288L

¥580,000

-¥220,000
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